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内野　隆之 1

１．はじめに

地質図は，表層土壌より下にある地層・岩石の分布や地

盤の様子を表した図で，資源開発，防災，土木・建設，地

球環境対策，観光振興など幅広い分野で，基礎資料として

利用されている．また，日本列島の発達過程を明らかにす

るための学術資料としても重要な役割を果たしている．産

総研地質調査総合センターでは，知的基盤整備の一つとし

て，日本全国の地質を調査・研究し，様々な種類の地質図

を作成している．特に 5 万分の 1 の地質図幅は，日本列島

を 1,274 に分割した区画ごとに作成される高精度の地質図

であり，解説書には地質調査や試料分析から得られた岩石

の性状や地層の年代，地質構造など様々な地質情報が記載

されている．

5 万分の 1 地質図幅「外山」の紹介

キーワード：5 万分の 1 地質図幅，岩手県，外山，根田茂帯，北部北上帯，南部北上帯，付加体1 産総研 地質調査総合センター地質情報研究部門

2024 年 3 月 31 日に，5 万分の 1 地質図幅「外山」（以

降，外山図幅と呼ぶ）が刊行された（第 1 図：内野・小松原，

2024）．外山図幅区画は岩手県盛岡東方に位置し，北上山

地の中西部に当たる（第 2 図 A）．本地域周辺では，南隣で

5 万分の 1 地質図幅「早池峰山」が 2013 年に作成されてい

るが，それ以外では詳細な地質図は刊行されていない．北

上山地中西部には，日本の他地域ではほとんど見られない

石炭紀や三畳紀の付加体が産していることや，これら付加

体中に角閃石斑れい岩，石英閃緑岩，超苦鉄質岩（蛇紋岩

や角閃石岩）などの島弧で形成された火成岩が挟在してい

る点で，地質学的に極めて重要である．外山図幅は 2016

年から 2022 年にかけて，約 300 日間の地表踏査及び化学

分析ならびに微化石同定などの室内作業を実施し作成され

た．本小論では本図幅の概要を紹介する． 

第 1図　外山図幅の地質図と説明書．
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２．地形概説 　

外山図幅地域には，中央部から北東部にかけて山頂小起

伏面が発達する外山高原と中央部～南西部ならびに東縁部

で渓谷をなす開析山地が広がっている（第 2 図 B）．外山

高原では周氷河作用によって形成された緩斜面と河成作用

によって形成された段丘面ならびに狭い範囲に発達した湿

原・谷底低地が見られる．本高原上に位置する盛岡市薮
やぶ

川
かわ

は，標高 680 m 程度でありながら本州で最も寒冷な定住集

落として知られ，1945 年 1 月には氷点下 35 ℃を記録し

たこともある．この寒冷気候に起因する周氷河地形を形造

る緩斜面は，尾根沿いに分布する山頂緩斜面と山腹斜面下

部に分布する山麓緩斜面ならびに扇状地性緩斜面に大別さ

れる．河成段丘面は，上位（古期）と下位（新期）の 2 面が

認められ，山麓緩斜面と連続している．地すべり地形も幾

つか認められ，主に外山高原内に発達する．

３．地質概要

北上山地の基盤は，山地南半部にオルドビス紀の火成岩

類とそれを覆うシルル紀～ジュラ紀の陸棚堆積物からなる

「南部北上帯」が，北半部にジュラ紀の付加体からなる「北

部北上帯」が分布する．そして，両帯の間に前期石炭紀及び

前期三畳紀の付加体からなる「根
ね だ も

田茂帯」が狭長に分布する

（第 2 図 A）．外山図幅地域では約 2 割を根田茂帯が，そし

て約 8 割を北部北上帯が占める．それらを前期白亜紀の花

崗岩類が貫き，更にその上を第四紀の堆積物が覆っている

（第 2 図 B）．特筆すべき点として，根田茂帯の付加体中に

南部北上帯のオルドビス紀基盤岩類に対比される蛇紋岩・

火成岩類や母
も た い

体 – 松ヶ平帯の古生代高圧型変成岩に対比さ

れる結晶片岩が，また北部北上帯の付加体中に前期ペルム

紀の流紋岩が，ともに岩体・岩塊として挟在していること

が挙げられる（第 2 図 B）．本地域の地質系統を総括したも

のを第 3 図に示す． 

3. 1　根田茂帯の前期石炭紀付加体
前期石炭紀の付加体は，根田茂帯の南西部に位置し（第 2

図 B），綱
つなとり

取ユニットと呼ばれる．付加体を原岩とした低温

高圧型変成岩を除けば，現状では日本で一番古い付加体で

ある．綱取ユニットは，珪長質凝灰岩泥岩互層，珪長質凝

灰岩，玄武岩類を主体とし，少量のチャート，泥岩，岩片

質砂岩，礫岩，石灰岩を伴う．特に珪長質凝灰岩泥岩互層が

卓越することが特徴的で（第 4 図），ジュラ紀の付加体に一

般的に見られる層状チャート，石英長石質砂岩，石灰岩は

極めて少ない．全体的に変形が著しく，珪長質凝灰岩泥岩

互層中の珪長質凝灰岩はブーディン化し破断相を呈する．

海洋性の玄武岩類は比較的多く産し，その火成活動に伴っ

て形成された熱水性の赤色チャートが特徴的である．鉄マ

ンガン薄層を挟在するこの赤色チャートからは後期デボン

紀のコノドント化石（濱野ほか，2002）が，海溝充填堆積物

であるシルト岩や礫岩基質からは前期石炭紀の放散虫化石

（内野ほか，2005；内野・栗原，2019）が得られている． 

第 2図　�外山図幅地域の地質体区分図．Bの地形陰影図はシームレス傾斜量図（https://gbank.gsj.jp/seamless/slope/）を使用．色の濃い部
分は外山高原の周りに発達する開析山地（渓谷域）を示す．
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3. 2　根田茂帯の前期三畳紀付加体
前期三畳紀付加体は，根田茂帯の北東部に位置し（第 2 図

B），滝ノ沢ユニットと呼ばれる．珪長質凝灰岩泥岩互層， 

珪長質凝灰岩，玄武岩類，砂岩泥岩互層を主とし，チャー

ト，砂岩，泥岩，礫岩を伴う．全体に変形を被っており，互

層の多くが破断相を示す．岩相は綱取ユニットと似るが，

高圧型変成岩礫や超苦鉄質岩礫を特徴的に含む礫岩（建
たていし

石

礫岩：Uchino and Kawamura， 2010），層状チャート，石

英長石質砂岩を産する点で異なる．玄武岩類は綱取ユニッ

トと同様に多産するが，滝ノ沢ユニットのものには一部で

藍閃石が認められ（内野・川村，2010），より高い圧力条

件下にもたらされたことが伺える．化石が未発見のため長

く時代未詳であったが，近年，砂岩から約 250 Ma の砕屑

性ジルコン U–Pb 年代が報告され，本ユニットの付加年代

が前期三畳紀であることが判明した（Uchino， 2021）．同

様の年代は，近年，四国黒瀬川帯に産する後期ペルム紀付

加体の一部からも報告され始めている（Hara et al. , 2018；

Ohkawa et al. , 2021）．

3. 3　北部北上帯の前期～中期ジュラ紀付加体
前期～中期ジュラ紀付加体は，北部北上帯の南西部一

帯に広く分布し，本図幅地域では基盤の約 8 割を占める．

門
か ど ま

馬ユニットと呼ばれ，構造的上位と下位に位置するもの

をそれぞれ“上部”，“下部”として区分されている．両者と

も岩相の差異はほとんどなく，葉理泥岩，チャート，砂岩，

泥岩砂岩細互層を主体とし，珪長質凝灰岩泥岩互層，玄武

岩類，石灰岩を僅かに伴う．葉理泥岩はシルトからなる灰

色部と粘土鉱物・炭質物からなる暗灰色部がミリオーダー

で細互層する特徴的な岩相を示す（第 5 図）．泥質岩（葉

理泥岩，泥岩砂岩細互層，珪長質凝灰岩泥岩互層）は厚さ 

数 cm ～数 10 cm の玄武岩類，チャート，砂岩などをシー

ト状ないしレンズ状に挟有する．チャートは成層構造を示

し，下部では分布幅が地層の繰り返しも含め約 3 km にも

及ぶ大規模なものが存在する．またこの層状チャートは，

しばしばミリオーダーで細互層する“チャートラミナイト”

を随伴する．玄武岩については MORB（中央海嶺玄武岩）型

と海山型が認められ（内野，2021b），また下部の玄武岩の

一部にはアルカリ角閃石が生じている．本ユニットは，全

体に著しい変形を被っており，特に泥質岩においては片状

第 3図　外山図幅地域の地質総括図．

第 4図　�前期石炭紀綱取ユニットに特徴的な珪長質凝灰岩泥岩互層．
Ft：珪長質凝灰岩．
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れ，これらの深成岩が神楽火成岩類と対比できることが証

明された（内野，2022）．　

3. 5　根田茂帯付加体中のデボン紀～ペルム紀結晶片岩
綱取ユニットと滝ノ沢ユニットの境界域及び滝ノ沢ユ

ニットと門馬ユニットの境界域に，周囲の付加体よりも古

い年代を示す結晶片岩が岩塊として産する．この結晶片岩

は建石片岩類と呼ばれ，ざくろ石を含む泥質片岩と藍閃石

を含む苦鉄質片岩からなり（内野・川村，2006），マイロニ

ティック～カタクラスティックな変形を被っている．フェ

ンジャイト（白雲母）の放射年代は，前者のものが約 380 

Ma（Kawamura et al. , 2007），後者のものが約 290 Ma（内

野・坂野，2022）を示す．岩相・鉱物組み合わせ・変成

度・年代から，母体 – 松ヶ平帯の低温高圧型変成岩に対比

でき，また西南日本の蓮
れ ん げ

華変成岩に相当する（Kawamura et 

al. , 2007；内野・坂野，2022）． 

3. 6　北部北上帯付加体中のペルム紀流紋岩
北部北上帯の前期ジュラ紀付加体（門馬ユニット上部）中

には，緑灰色を呈する斑状の流紋岩が幅約 150 m，長さ約

2 km の規模で狭長に産する．本岩は矢
や ぐ ら

倉流紋岩と呼ばれ，

石英，斜長石，アルカリ長石が斑晶または集斑晶として産

し，これら斑晶の長径は最大 3 cm に及ぶ．石基には上記

鉱物のほか，少量の単斜輝石やざくろ石が含まれる．流紋

岩岩体の周縁部では著しい剪断変形が認められる．本岩は

当初，北上山地の中古生界に貫入する前期白亜紀岩脈の一

つと考えられていたが（内野・羽地，2021），ジルコンの

U–Pb 年代測定によって前期ペルム紀の年代を示すことが

明らかになった（内野，2023）．日本列島においてこの時

代の珪長質火成岩の分布は関東山地の跡
あとくら

倉ナップや山口県

の周防帯などで僅かに認められるのみであり（Ogasawara 

et al. , 2016；Kawaguchi et al. , 2021），南部北上帯では中

～上部ペルム系薄
うすぎぬ

衣型礫岩（加納，1971）中に前期ペルム

紀の花崗岩質岩礫（Li and Takeuchi，2022）として特徴的

に含まれている．矢倉流紋岩の起源は，南部北上帯にかつ

て存在したペルム紀火成岩体であると考えられる．

3. 7　前期白亜紀岩脈
北上山地には多種の火成岩脈が産し，外山図幅地域でも

70 枚以上が付加体を貫いている．岩脈の厚さは多くが数

m 以下であり，またその姿勢は高角度で付加体の構造方向

と直交する北東 – 南西方向のものが多い．岩種としては，

優黒石英閃緑岩，斑状細粒優黒石英閃緑岩，角閃石安山岩，

石英閃緑岩，斑状細粒石英閃緑岩，デイサイト，斑状細粒

構造や微褶曲が発達する．年代については，黒色チャート

及び泥岩からそれぞれ前期ジュラ紀前期，前期ジュラ紀後

期～中期ジュラ紀の放散虫化石が報告され（松岡，1988；

内野・鈴木，2021），また数地点の砂岩からは約 190 Ma

から 170 Ma までの砕屑性ジルコン U–Pb 年代が得られて

いる（内野，2019，2021a；Osaka et al. , 2023）．上部か

ら下部（南西から北東）にかけて傾斜が緩やかになるととも

に，付加年代も前期ジュラ紀から中期ジュラ紀へと若くな

る傾向を示す．

3. 4　 根田茂帯付加体中のオルドビス紀超苦鉄質岩及び深
成岩

根田茂帯の付加体分布域には，超苦鉄質岩と深成岩の岩

体・岩塊がレンズ状に産する．これらは南部北上帯基盤

のカンブリア紀～オルドビス紀島弧オフィオライト（例え

ば，Ozawa， 1984）の一部とされ，超苦鉄質岩と深成岩は

それぞれ中岳蛇紋岩，神楽火成岩類に相当する（川村ほか，

2013）．本図幅地域における中岳蛇紋岩は蛇紋岩（最大分

布幅 160 m）を主体とし，僅かに輝石岩や角閃石岩を伴う．

蛇紋岩は，鱗片状劈開が著しく，アンチゴライトを特徴的

に含む．輝石岩はほぼ単斜輝石からなり，角閃石岩は単斜

輝石を伴う褐色普通角閃石からなるが，一部で青色普通角

閃石からなるものもある．

深成岩は角閃石斑れい岩と石英閃緑岩からなり，ともに

数 m 程度の幅で産するが，前者に関しては最大 200 m に達

するものもある．両者は密接に伴って産することが多く，

また，ともに著しい圧砕変形を被っている．角閃石斑れい

岩は，主に褐色普通角閃石，斜長石，不透明鉱物からなり，

ときに単斜輝石を含む．石英閃緑岩は斜長石，石英，普通

角閃石からなり，まれに単斜輝石を含むこともある．石英

閃緑岩中のジルコンからは約 480 Ma の U–Pb 年代が得ら

第 5図　門馬ユニットに特徴的な葉理泥岩．
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トーナル岩，流紋岩，緑泥石角閃石岩の 9 タイプが識別さ

れている．これらの中でも前三者の優黒質岩が半分強の産

出割合を占める．岩種による分布域の偏りや，岩種と岩脈

の厚さならびに姿勢との関連性は特段認められない．年代

に関しては，流紋岩から約 120 Ma のジルコン U–Pb 年代

が，緑泥石角閃石岩から約 126 Ma の普通角閃石 K–Ar 年

代が，そして本図幅の少し東範囲外（大川図幅内）の角閃石

安山岩から約 130 Ma の普通角閃石 K–Ar 年代が得られて

いる（内野・羽地，2021；Yamasaki and Uchino， 2023）．

岩脈の多くは，北上山地に大規模に産する前期白亜紀花崗

岩類に若干先行して形成されたと見られる（例えば，土谷

ほか，2015）．

3. 8　前期白亜紀花崗岩類
本岩はいわゆる北上花崗岩類と呼ばれ，北上山地全域に

複数の小～大規模岩体として産している（第 2 図 A）．外山

図幅地域では，北西端部に長径 10 km に及ぶ姫
ひめ

神
かみ

岩体の一

部が，また南西端部と南東端部には径約2 kmの飛鳥岩体及

び達
た っ そ べ

曽部岩体の一部が産する（第 2 図 B）．姫神岩体は南部

亜岩体と北部亜岩体に区分され，前者は石英モンゾニ岩～

石英モンゾ閃緑岩から，後者は花崗岩～花崗閃緑岩からな

る．南部亜岩体は全体的に北部亜岩体より優黒質で，一部

に黒雲母角閃石斑れい岩を伴う．一方，飛鳥岩体及び達曽

部岩体はいずれもトーナル岩からなる．これらの北上花崗

岩類は，付加体を主とする周囲の基盤岩類に最大約 1 km

の幅で接触変成作用を与えている．北上花崗岩類の形成年

代は 125 ～ 120 Ma 頃とされている（土谷ほか，2015；

Osozawa et al. , 2019）． 

3. 9　第四紀堆積物
外山図幅地域には，カラブリアン期以降の堆積物が先古

第三紀基盤岩類を不整合に覆って分布する（第 2 図 B）．こ

れらは，谷底面を埋積する白
しらかば

椛層及び葉
は み ず

水層，河成段丘面

を構成する段丘堆積物群，緩斜面堆積物群と地すべり堆積

物，谷底低地に分布する湿地堆積物と谷底堆積物及び風成

堆積物（テフラ及びテフリックレス）に大別される．緩斜面

堆積物群は更に山麓緩斜面堆積物，扇状地状緩斜面堆積物，

山頂緩斜面堆積物及び地すべり堆積物に細分される．これ

らの中で山頂緩斜面堆積物が最も多く分布している．

盛岡市薮川において，葉水層中から約 240 ka（後期チバ

ニアン期）のジルコン FT 年代を示す「薮川テフラ」が，また

その上位に堆積する下位段丘堆積物中から 36 ～ 30 ka（後

期更新世）を示す「十和田 – 大不動テフラ」が認められてい

る（工藤・内野，2021；内野ほか，2022）．　

４．地質構造

本図幅地域に分布する先白亜紀基盤は，南西側から北東

側にかけて，根田茂帯に属する前期石炭紀付加体の綱取ユ

ニット，前期三畳紀付加体の滝ノ沢ユニット，北部北上帯

に属する前期～中期ジュラ紀付加体の門馬ユニット（上部

及び下部）が北西 – 南東方向に帯状に分布している（第 2 図

B）．各ユニット内の走向も概ね北西 – 南東で，傾斜につい

ては，局所的にシンフォーム・アンチフォームが発達する

ものの，大局的にはどれも高角南落ちである．ただし，門

馬ユニットは上部から下部にかけて低角になる．初生的な

構造配列も構造的上位から下位に向かって，綱取ユニット，

滝ノ沢ユニット，門馬ユニットという順の配置になってい

ると考えられる（第 6 図）．綱取・滝ノ沢ユニット中に挟

在するオルドビス紀の超苦鉄質岩・深成岩や後期古生代の

高圧型変成岩，そして滝ノ沢ユニット中の前期ペルム紀流

紋岩は，初生的に綱取ユニットの構造的上位に位置してい

た南部北上帯及び母体 – 松ヶ平帯の地質単元から，白亜紀

以降に活動した横ずれ成分を持つ大規模断層によって，根

田茂帯ならびに北部北上帯中にもたらされた可能性がある

（Kawamura et al. , 2007；内野ほか，2022；内野，2023：

第 6 図）．付加体中により古い上記の様な岩体・岩塊が挟在

する状況は，西南日本の黒瀬川帯の特徴と類似している．

内野・羽地（2021）は，岩脈群の姿勢から貫入時の応力解

析を行い，その結果，前期白亜紀の北上山地は従来考えら

れてきた東西の圧縮応力場（“大島造山運動”：Kobayashi，

1941）以外に，それとは逆の東西の引張応力場に置かれて

いた時期があったことを初めて明らかにした．これは山路

ほか（2022）のジュラ紀付加体中の石英脈を用いたその後の

応力解析でも追認されている．以上のように，白亜紀以降

に生じた構造運動の詳細を明らかにすることは，日本列島

の発達史を復元する上で今後の大きな研究課題と言える．　

５．おわりに

北上山地中西部の渓谷域では豪雨や地震等でしばしば

土砂崩れが起きており，2015 年 12 月には降雨と融雪に 

よってジュラ紀付加体の岩盤が崩落して JR 山田線の鉄道

車両がその土砂に乗り上げ脱線し，全線が復旧するのに約

2 年を要した．盛岡から宮古三陸海岸に至るまでの幹線道

路は国道 106 号と 455 号しかなく，土砂崩落等によるこ

れら道路の分断は地域生活に大きな影響を与えかねない．

以上のことから，外山図幅は，当地域における地質学的研

究の進展及び日本列島の構造発達史の解明だけでなく，防



222   GSJ 地質ニュース Vol. 13  No. 9（2024 年 9 月）

内野隆之

災，土木・建設などの基礎資料として社会に役立つことが

期待される．
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